













































































"表層形 ","左文脈 ID","右文脈 ID","コスト ","品詞 ","品詞細分類1","品詞細分類2","品詞


















































"работает" "на" "почте" 
MeCabで利用可能なロシア語辞書について 319
第2引数に1を指定した場合には，表層形が原形に変換される。















> res <- RMeCabFreq("signal.txt")
file = signal.txt 




Term Info1 Info2 Freq
2 "баба" “noun" "N1" 2
3 "благородие" “noun" "N1" 7
4 "бог" “noun" "N1" 3
5 "бой" “noun" "N1" 1
6 "бок" “noun" "N1 "1
7 "болото" “noun" "N1 "1
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8 "боль" “noun" "N1 "1
9 "брат" “noun" "N1 "7





> temp <- subset(res,Freq==1)
> temp
Term Info1 Info2 Freq
5 "бой" “noun" "N1" 1
6 "бок" “noun" "N1 "1
7 "болото" “noun" "N1" 1
8 "боль" “noun" "N1" 1
10 "братец" “noun" "N1" 1
12 "вагон" “noun" "N1" 1
13 "вал" “noun" "N1" 1
　これとは別に，RMeCabの別の関数である collocate() を実行してみる。この関数では，特定
の語と現れる別の語を求めることができる。下の例では，特定の語すなわち node に "новый» 
を指定した。これはMeCabの辞書によって変化形も検索の対象になる。span は特定の語の前
後の語数である。ここでは1を指定した。
> res <- collocate("signal.txt",node = "новый",span=1)
file = signal.txt 
length = 5 
> res
 Term Span Total
1  "место" 1 5
2 , 1 342
3 "Будка" 1 1
4 "на" 1 100
MeCabで利用可能なロシア語辞書について 321
5 "новый" 2 2
6 [[MORPHEMS]] 5 1153
7 [[TOKENS]] 6 4078
「信号」の該当箇所を確認すると，上の1は "на	новые	места"，2は "Будка	новая,	теплая"，3は 









































5) 筆者が利用したOSはMac OS X（10.6.4）である。しかし，本稿で紹介するソフト類は他の
OS，たとえばWindowsなどでも動作する。
6) 正規表現とは文字のパターンを表現する表記法である。
7) この正規表現で，говорю と говоришь の両方を検索できる。
8) http://www.ruscorpora.ru/
9) http://sites.google.com/site/casualconcj/
10) 辞書の詳細については http://mecab.sourceforge.net/dic.html で知ることができる。
11) RMeCabの関数を実際に利用する際は品詞名を「名詞」などの日本語にするほうが便利である。
12) > の右側が実際に打ち込む内容である。
13) 見出し語に相当する語の概数は，形容詞が5700語，名詞が12800語，動詞が7700語である。
なお，これらの語数と語形数は辞書作成直後に計算した結果である。
14) RMeCabのインストールやその関数については，http://rmecab.jp/wiki/index.php?RMeCab で知
ることができる。
15) http://az.lib.ru/g/garshin_w_m/text_0190.shtml
